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◆ スポレク大会開催 ◆

１５日（金）和歌山市 「ラウンドワン和歌山店」にて、生徒会主催の「スポレク

大会」が行われました。校長の挨拶と、教頭の始球式の後、チームに分かれて

各々の得点を競いました。生徒にとってボウリングは日頃あまりなじみのないス

ポーツですが、学年を超えてみんなで楽しくボウリングに取り組み、交流も深ま

りました。大会終了後、表彰式で、優勝：４年橋詰くん、準優勝：４年竹内さんの

表彰が行われました。

◆ 薬物乱用防止教室開催 ◆

１８日（月）海南市教育委員会生涯学習課青少年センターから二名の講

師をお招きして、「薬物乱用防止」をテーマに講演して頂きました。生徒は

身近で起きている薬物の犯罪や事故等の恐ろしさ、薬物が人体に及ぼす

危険性等を真剣に聴いて、薬物についての理解を深めていました。

（生徒の感想）・薬物は危険だと改めて思った。 ・自分の健康が何より１番

大事であることがわかった。 ・薬物は絶対やってはならないと思った。

◆ 科学実験講座開講 ◆

１９日（火）近畿大学生物理工学部の鈴木高広教授による「イモエネルギ

ーが地球を救う！！」の科学実験講座が開かれました。先生は、世界の人

口増加とＣＯ２の濃度増加の推移により、地球温暖化による環境の悪化に

ついて警鐘を鳴らされ、更にサツマイモの生産性効率のよさに目をつけ、

サツマイモを栽培し、バイオマスエネルギーとして利用することにより、ＣＯ２

の増加を抑制することで温暖化が防げると提唱されました。講座を受けて

生徒たちは、遠くない未来の脅威とイモエネルギーの早期実現に期待し

て、真剣に聴いていました。

◆ 二学期終業式 ◆

２２日（金）４階多目的教室において二学終業式が挙行されました。校長

は「スマホやネットによって情報が簡単に手に入る世の中になった。膨大な

資料の中から自分の探したい部分だけ抜いて調べられる。自分に関係無け

れば無視をする今の世の中と似ている。うまく活かせれば便利だが、どこま

で頼るか、肝心なのはそれを決定する自分である。本は自分が欲しい情報

以外のものも入ってくるが、５０年前に自分で探して読んだ内容は今でも記

憶に残っている。そういう意味から何でも構わないので、冬休みに本を読ん

でみて『案外自分の生き方や自分自身を変えられる』と感じてくれればいいと思う。３年４年生は卒業が目の前

に近づいてきて、３学期も残りわずかだが、気持ちを引き締めて生活ができるように、冬休み中も仕事や家の

手伝い等いろんなことを続けて頑張って欲しい。」と式辞を述べられました。

１月の行事予定

１月９日（火） 三学期始業式

１月２４日（水）～３０日（火） 卒業試験


